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濾胞性リンパ腫（FL）は緩徐な経過を示すが組織学的形質転換（HT）をきたすと予後不良とさ

れる．十二指腸型 FL（DFL）は FL の一亜型だが HT の発生頻度を十分に評価した報告はない．

村井らは DFL 症例を長期観察と連続的な病理組織診断により HT を検討した．十二指腸・小腸

生検で診断された FL 症例を抽出し，節性病変の浸潤例を除外するため，Lugano 分類臨床病期

Ⅰ期の 20 症例を対象とした．診断時の Histological grade は全例で Grade 1-2 であり，臨

床的な観察期間は中央値 56 か月だった．HT が認められた症例および臨床病期の進行した症例

はなかった．DFL における HT の発生頻度を検討するうえで, 長期観察を行い HT を組織学的に

評価していること，節性病変の浸潤例を除外することは高い信頼性があると考えられた．DFL

と的確に診断できる場合には HT のリスクは低く，FL に準じた治療を行うことは過剰な治療と

なる可能性が示唆された． 

本論文は本学大学院学位論文(博士)審査基準を満たしており、学位論文に値すると判断した。 
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